
　



（1）合計指数の算定方法

障がい等級 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

指数 18 11 7 4 2 1 0.5

（2）障がい等級の認定方法

認定等級 1級 2級 3級 4級 5級 6級

合計指数 18以上 11～17 7～10 4～6 2～3 1

要綱上、区分ごとに交付要件を定めているため、区分が異なる場合は、指数を合計できません。

視覚・上肢・下肢の各区分において、２つ以上の障がいが重複している場合は

同一区分の障がいを（1）「合計指数の算定方法」にて各々の等級の指数を合計し、

その合計指数に応じて（2）「障がい等級の認定方法」により決定します。


